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児童労働とは
原則15歳未満の子ども

（最悪の形態については１８歳未満）が

学校にも通えず、大人のように働く労働

(ＩＬＯ１３８号条約）

＊子どもたちの健全な成長を妨げる仕事を意味
するものであり、家や田畑での手伝い、小遣い
稼ぎのアルバイトなどは含まない
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最悪の形態の児童労働とは？

１８歳未満の子どものすべてが対象
（ＩＬＯ182号条約）
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１．まるで奴隷のように働かされる仕事
債務奴隷、強制徴用の兵士、人身取引

２．買春やポルノに子どもを使うこと

３．不正な活動に子どもを使うこと
犯罪の手引きや麻薬の密売 など

４．児童の健康、安全、道徳を害する業務
危険有害業務



児童労働の原因
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貧困
教育機会の
欠如

都市への
人口移動

労働慣行、伝統、
文化的期待、差別

災害、武力紛争
ＨＩＶ/エイズ

不適切な法制度

児童労働



児童労働問題に対するILOの
取組み

 児童労働に関する条約（182号、138号）
の批准促進
「最悪の形態の児童労働条約」（第182号）採択
国数：173カ国

「最低年齢条約」（第138号）採択国数：158カ国

 IPEC(児童労働撤廃国際計画）を
通した技術協力活動

88カ国でプロジェクトを実施
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世界の働く子どもたち
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年齢層別の児童労働数の推移

1000万人
増加



危険で有害な仕事に従事する子どもたち
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年齢層別の危険で有害な仕事に従事する子どもの数の推移

1000万人
増加



どのようにして危険有害業務は
決められるのか?

 各国で、労使と協議して、何が危険有害である
かを決めるのは、管轄省庁にゆだねられる。
すでに、多くの国が子どもにとっての危険有害
業務リストを作成したが、その多くはリストの更
新を必要とし、一部の国はまだリストの作成もし
ていない。



どのような仕事が危険有害とされ、
子どもへ影響は?

ILO第190号勧告は、危険有害業務の決定に際して考慮
すべき要因についての指針を示している:

 子どもたちを肉体的、精神的、性的虐待にさらす仕事; 

 地下、水中、危険な高所、限られたスペースで、危険な機械、
装置、道具を用いた、あるいは手動で行う、または重い荷物を
運ぶ仕事;

 たとえば、子どもたちが危険有害な物質、化学物質、作業に
さらされる、あるいは熱、騒音レベルに、あるいは健康に害を
与える振動にさらされる、不健康な環境下での仕事;

 長時間労働、夜間労働、子どもが不当に雇用主の敷地内に
閉じ込められる仕事など、非常に困難な状況下での仕事



統計が示すことは?

 1億1500万人の子どもたちが危険有害
労働に従事していると推定。

 64% ＝尐年、 36%＝尐女

 59% ＝農業

 30% ＝サービス業

 11% ＝工業

 年長（15～17歳）の尐年が危険有害
業務に携わる数が増加。



子どもが従事する危険有害業務
の例

 農業：子どもたちは有害な農薬、肥料、 危険な
刃物や道具、重い荷物の運搬、動物からの攻撃
や虫刺されの危険にさらされている

 鉱業：子どもたちは有毒化学物質の使用、鉱山の
崩落の危険性に直面し、時には爆発物を扱う

 建設業：重い荷物の運搬、高所での仕事、危険な
機械による怪我のリスク



子どもが従事する危険有害業務
の例
 製造業：子どもたちには、有毒な溶剤の使用、
つらい姿勢での繰り返しの作業、鋭利な道具を
使用することからくる怪我のリスクがある

 家事労働：子どもたちは様々な形態の虐待、長時
間労働、家族や友人と離れて暮らすことに苦しむ

 清掃、ゴミ拾い：有害な化学物質やゴミにさらされ
ることから、伝染病の危険性がある



どうすれば最善の方法で問題に
取り組むことができるか?

 政府は、最低年齢未満の子どもたちが教育を受け、法的就労年齢
の子どもは、安全な状況下で働くことを確保しなければならない。

 働く子どもたち及び子どもの労働災害や疾病に関するデータ収集
の改善。（子供の性別、年齢の分析を含む）

 大人も子供も危険性を認識できるようにする意識啓発。

 子どもを保護するための政策の策定と規制の更新。

 他の機関と協力して、統合的な労働監督サービスによる効果的な
法の施行を促進。

 労使の代表と協力して、すべての人にとって仕事が安全である
ことを確保する。



児童労働問題に取り組むための
支援構築

 政府が先導する。

 労使団体は強力な提唱者となる。

 市民社会団体もまた、重要な役割を果たす
ことができる。



世界デーの主要メッセージ

 危険で有害な児童労働を特定し、問題に
緊急に取り組むことが新たな課題となって
いる。

 危険有害業務は、児童労働のより大きな
問題の一部である。教育、社会的保護、
若年と大人にディーセントで生産的な仕事
を促進する戦略を通して、あらゆる形態の
児童労働に取り組む世界・国内・地域レベ
ルでの活動を拡大する努力が必要。



２０１１年６月１２日
児童労働反対世界デーに
参加しよう!

 世界デーへの支持は毎年広がっている。

 あなたの声を児童労働に反対する
世界的な動きに加えよう。



詳しくは下記のウェブサイトをご参照下さい:

www.ilo.org/ChildLabourWorldDay


